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我々は，鋼管矢板基礎や鋼管矢板遮水壁で
代表される鋼管矢板式構造物に対する革新
的な技術とし 2本 鋼管が 型鋼 あら的な技術として，2本の鋼管がH型鋼であら
かじめ溶接された建材である「連結鋼管矢
板」を開発している。さらに，「連結鋼管
矢板」に係わる発展的な技術として2つのH矢板」に係わる発展的な技術として2つのH
型鋼を用いた「H-H継手」も開発しており，
連結鋼管矢板端部の継手性能の大幅な向上
を提案しているを提案している。



－ 連結鋼管矢板工法の概要 －

特特 徴徴

期
２本同時打設するため，工程・工期が

HH HH継手と連結鋼管矢板工法継手と連結鋼管矢板工法工 期
２本同時打設するため，工程 工期が
短縮できる。

経済性

工程短縮に伴う機械，設備，労務費等
を削減できる。
断面剛性の増加に伴い鋼材量が減少で

HH--HH継手と連結鋼管矢板工法継手と連結鋼管矢板工法

断面剛性 増加に伴 鋼材量が減少で
きる。

品 質
工場加工により精度よく連結されるた
め，壁体の品質精度に優れる。

２本が連結されているため 鋼管の回
施 工

２本が連結されているため，鋼管の回
転がなく，且つ継手部の抵抗が少なく
なり，高い鉛直打設精度が期待できる。

環 境
継手箇所の半減およびH-H継手の開発
により 海上工事や廃棄物処分場での環 境 により，海上工事や廃棄物処分場での
遮水・環境性能に優れる。

HH--HH継手を施した連結鋼管矢板工法継手を施した連結鋼管矢板工法

適用が期待できる鋼管矢板式構造物例適用が期待できる鋼管矢板式構造物例

井筒基礎工 ・ 廃棄物埋立護岸工 ・ 土留め工 ・ パイプルーフ工



－ 連結鋼管矢板工法の適用実績 －

歩道橋基礎工事における橋脚井筒基礎として歩道橋基礎工事における橋脚井筒基礎として

井筒基礎径の縮小井筒基礎径の縮小井筒基礎径 縮小井筒基礎径 縮小

工期短縮・コスト削減工期短縮・コスト削減


